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【コ メ ン ト】
日本人の外国語コミュニケーション能力
向上のために一会話 を文字から解き放つ一
長渡 陽一一
棘 外国語大学
1.は じめに
日本 人 は、外 国語 によ る会話 が比較 的、苦手 であ る と言われ る。例
えば多 くの人が、英語 を中学 か ら高等 学校 まで6年 間勉強 したのに、会
話や 聞 き取 りがで きない と感 じてい る。 カルチ ャー ・セ ン ター な どで
語学 を学ん で も、思 うよ うに話せ るよ うにな らない と感 じてい る人 が
多い。
他 の国 々の外国語学 習者 と比 べて本 当にで きないのか 、本 当はで き
て い るのか は別 と して、会話 がで きるよ うにす るな らば 、会 話練習 を
しなけれ ばな らない こ とは 自明で ある。 ところが 、会 話 ができない と
嘆 きなが らも、多 くの現 場 で会話 を練習 させ てい ないの が現 状なので
ある。だか ら、会話がで きるよ うにはな らないのは 当然 と言 える。
これ を解 決す るた めにハナ ンは、 目標言語 の話者 を教室 に招 き、学
習者 と実際 に話 を させ る 「ビジター ・セ ッシ ョン」 を導入 した。 ある
言語 を身 につ け るた めに 「『真 のイ ンター ア クシ ョン』 の中で学習者
に言語 を使 用 させ るこ とを 目的」(横 須賀2003:335;ハ ナ ン2006よ り再
引用)に 、 目標言 語 の話者(主 に母語話者)を 教室 に招 くアクテ ィビ
テ ィであ る。ハ ナ ンが ビジ ター ・セ ッシ ョンを導入 した 目的 は、異文
化 理解 を図 るためで あ り、ハナ ン(2006)は い くつ かの効果 を報 告 し
てい る。 そ して、今回 のハナ ンの発表(2008)は 、語 学教育現場 でエ
ジプ ト人 学生 と 日本人学 生 の問 で、異文化 のた めに生 まれた食 い違 い
や トラブル を紹介 し、そ れ に対す るビジ ター ・セ ッシ ョンの有効性 を
検証 した もので ある。
本稿 では、 その報告 の中で と くに、 日本人学 生側 の、 「性格 に よ り
発 生す る トラブル」(ハ ナ ン2008:77)に 注 目し、それ に対す る ビジタ
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一 ・セ ッシ ョンの有効性 を、教授 法理論、 その中で も主にナ チュ ラル
・アプ ロー チの観 点 か ら整 理 を試 みた。そ の有 効性 は3つ あ り、1つ め
は、意味 の伝 達が実現す るた め、その 中で 「習 得」 が実現す るこ と、
2つ めは 「情意 フ ィル ター」 を下げ る効果 があ るこ と、3つ めは、ナチ
ュ ラル ・アプ ローチ よ りもかな り以前か ら提 唱 され てい る ことだが 、
口頭作 業が中心 となるこ とである。
実は、 この3つ ともに、文字 が関わって くる。 そ こで、本稿 では最:後
に、入 門の最初期 におい て文 字がい かに会 話能力 の養 成 を阻害 してい
るか、 どの よ うにそれ を解決す るかにも言及 したい。
1-1.日 本人の性格特徴
ハナ ン(2008)で は、ハ ナ ンが 日本 人にア ラ ビア語 を教 える中で気
づい た、エ ジプ ト人 と異 な る 日本人 の性 格 を指摘 して い る。それ は、
(1)辞書 を使 いす ぎ る、(2)失 敗 を恐れ る、(3)内気 、(4)会 話 よ りも文法を
気 にす る、(5)外 国人 に対 して消極的、 とい う5点 を挙げてい る(ハ ナ ン
2008:77,78)。 このよ うに、 日本人 は確か に、エジプ ト人 よ りは、話す
こ とに消極的であ るよ うだ。
しか し、会話 がで きる よ うにな らない と嘆 きな が らも、多 くの現場
で会 話 を練習 させ て いない のが現 状で ある。 それ に、ハナ ンが観 察 し
た、 日本人 の会話 を妨 げてい る点、つま り、消極 的 な性 格、文 法 を気
に しす ぎる、間違い を恐 れ る とい う点 は、何 も 日本人 に限 った現象で
はな く、 コミュニカテ ィブ ・アプ ローチやナ チ ュラル ・ア プ ローチな
ど、 世界 の教 授法研 究が す で に扱 ってい るほ ど、一般 的 な 問題 で あ
る。
ハナ ンが行 な った ビジ ター ・セ ッシ ョンは、 この 日本人 の性 格の問
題 を解決す るの に役 立った のだが、本稿 では、 これ を どの よ うに解決
したのかについて 、教授法理論 の観点 か ら見てい く。
1-2.参 考に した教授法理論
本稿 では、教授法 理論 と して、主 にナ チ ュラル ・アプ ローチ を参考
に した。言語 の教授 法 は、19世 紀 の後半 にす でに グアン(F.Gouin)や
ベル リッツ(Berlitz)な どによって、文字ではな く口頭 の練 習 を中心に
す る ことが言 われ始 め、パー マー(Palmer)の オー ラル ・メ ソ ッ ド、
フ リーズ(C.C.Fries)の オーデ ィオ ・リンガル ・アプ ロー チで ははっ
き りと、入門 の初 めの段 階で は文字 を示 さず に、 口頭練 習 をす る こと
が提唱 されてい る。
コメン ト:会 話 を文字か ら解 き放っ 87
この流れ を汲 んで、 コ ミュニカテ ィブ ・ア プ ローチで も、 口頭練習
を 中心 とす るが 、 さ らに意 味の伝 達(コ ミュニケー シ ョン)に 重 きを
置 いた のであ る。 ナチ ュラル ・アプ ローチ は、 その著者 自身が認 めて
い るよ うに、 「コ ミュ ニカティブ ・アプ ローチ と似 てい る」(ク ラ ッ
シェ ン1986:17)が 、意味伝達 の実 際の伝 達場面 の方 を詳 しく分析 した
のに対 して、ナチ ュ ラル ・アプ ロー チは習得理論 を詳 しく理 論化 した
ようである。
次節 で、 日本人 の性 格 の問題 に対す るビジター ・セ ッシ ョンの有効
性 につ いて3つ 指摘す るが、1つ めの 「習得 」、2つ めの 「情意 フィル タ
ー」 はナチ ュ ラル ・アプ ロー チが理論 的仮 説 と して提 唱 してい るもの
である。
2.ビ ジター ・セ ッシ ョンの有効性
2-1意 味の伝達 による 「習得」
ナ チ ュラル ・アプ ローチ の理論 的 な柱 の1つ めにおいて 、言語 の技
術 と知識 を身 にっ けるた めには、 自然 な伝 達場面で言語 を使 うことに
よって 、言 語 を 「習得 」 す る必要 が あ る と してい る(ク ラ ッシ ェ ン
1986:18,28)。 文法を勉 強す ること(「 学習」 と呼ぶ)は 、十分 に時間
的余裕 が与 え られて い る ときに、発 しよ うとしてい る発話 をチェ ック
す る機 能(厂 モニ ター 」)し か もた ない か ら、普通 の速度 の会話 では
あま り役立た ない と言 う。
ま た、代入や 文型転換 な どの ドリル も 「習 得」で はない。 オー ラル
・メ ソッ ドや オー ラル ・アプ ロー チで は 自動 的な聞 き取 りや発話 が訓
練 され て も、 それ を実 際の コ ミュニケー シ ョンで使 え るよ うにな らな
い とい う批判 で ある。 目標言語 をで きるよ うにす るには、実 際に意味
の ある コ ミュニケー シ ョンを しなが ら、 その中で言語材料 や規則 な ど
を自ら獲得 しなければ な らない。
実際 に、意 味 を伝達 し合 う(コ ミュニ ケーシ ョン)と 、 自分 の音声
発 話 が 「通 じた」 とい う実 感 を得 る。 「通 じた」 とい う体 験 が 「習
得」 を させ て い る とも言 えるか も知 れ ない。 ビジ ター ・セ ッシ ョン参
加 学生 の感 想 に も 「自分の言 ったア ラ ビア語 が通 じて、質 問 に答 えて
くれ た時が一 番 うれ しかった」(ハ ナ ン2006:179)と ある。 自分 の思
い を発話 し、相 手が適切 に反応 して くれ た ときに 「通 じた」 と感 じる
ので あ る。 この発 話や反応 全体 を 日本 の高等 学校 学習指導 要領 では 「
言語活 動」 と呼んでい る。
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ビジター ・セ ッシ ョンでは、エ ジプ ト人の学生 と、 自己紹介や相 手
の こ とを知 ろ うとして尋 ねた り、伝 え よ うとして発 話 し、相手 の反 応
を感 じるわ けで あ る。 セ ッシ ョンは学 生た ちに、実際 の伝 達 を させ る
こ とに成 功 して い るので あ る。 この中で学生 たちは 「習得 」 を してい
るとい えるだ ろ う。
2-2.「 情意フィルター」を下げる
ナ チ ュラル ・アプ ロー チの理論 的な も う一つ の柱 が 「情意 フ ィル タ
ー」仮説 で ある。 習得す るには、その言語 の十分 なイ ンプ ッ トが必要
で 、そのた めには学習者 が心 を開いて リラ ックス していな ければな ら
ない、 とす るもので ある(ク ラ ッシェン1986:20)。 学習者 は 自信 を持
って話者 と交流 し、イ ンプ ッ トを多 く、 そ して敏 感 に受 け取 るよ うに
しなけれ ばな らない。文 法講義型 の授業 では、学生 は、教 師か ら指名
され るこ とに恐 れ を抱 いてい た り、間違 いを恐れ ていた りす るが、 こ
れ では情意 フィル ターが高い。
ハナ ンの報告 の 中で も、学生 同士で年齢層 も同 じ相 手 であ るた め、
楽 しい 時間が過 ご され た こ とが報告 され てい る(ハ ナ ン2006:177)。
ふ だん の授 業で学習者 は、教 師か ら命令 され 、正否 を判定 され、管理
され る立場 にあ るが 、 ビジター は 同 じ学 生であ り、対等 な関係 で あ る
か ら、楽 しい雰 囲気 を実現 できたのだろ う。
セ ッシ ョンの後 、 「この表現 を教 えてほ しい」 とか 「も う一回練習
したい」 な ど、学生 が積 極 的に獲得 しよ うとい う態 度が現 れた とい う
(ハナ ン2008:80)。 情意 フィル ターが低 くな ったお かげで、イ ンプ ッ
トを積極 的に受 け取 るよ うになったのである。
2-3.文 字の確実性 か らの解放
ハナ ンは、会話 の授 業 で も 「日本人 学習者 は話 す こ とよ りも、動詞
の活用 な どの文法 の方 に神経 を使 ってい る」(ハ ナ ン2008:78)と 報告
し、そ の原 因 として、 「日本 人学習者 の頭 に文字 や動詞 の活用 な どの
形 のものの方が浮 かんで くる」 のだろ うと観 察 してい る。 つ ま り、 日
本人 は文 字情報 に頼 ろ うとしてい るので ある。 また、教 師が 「新 しい
単語や表 現の意味 を筆 者 か ら教 えてあげて も、必 ず辞書 を引 く学習者
がい る」 とも報告 してい るが、 これ も、文字 で確 か めたい とい う心情
によるもの と考え られ る。
文字 で確か めるのは 、イ ンプ ッ トを文字 に頼 ってい るか らであ り、
っ ま り、今イ ンプ ッ トした もの が正 しいか どうか を文字 で確 かめ、将
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来 にわたって今 の間違 いを残 さな いた めである。 だか ら、ア ウ トプ ッ
トも、文 字 の正確 さに裏付 け られ た正確 な ものでな けれ ばな らない と
感 じてい る。 ま さに、文字の正確 さに縛 り付 け られ てい るのであ る。
ビジター ・セ ッシ ョンで 日本 の学生 た ちは 、初 め て文字 に頼 らな
い、母語 以外 の言 語で の コミュニ ケーシ ョンを体験 したので あ る。 つ
ま り、音 声 の みで 、文 字 を介 さないイ ンプ ッ ト、 ア ウ トプ ッ トとい
う、新 しい伝達手 段、 そ して新 しい勉 強方法 に気 づい たので あ る(コ
ミュニカテ ィブ ・アプ ローチでは実 際の伝達 その ものがま さに習得 過
程 で ある)。 次 の節 で述 べ るが、文字 は 間違 いを決 して許 さない確 実
性 をもってい る。 そ の文 字 を中心 に した勉 強法では、 間違 い は否 定 さ
れ る。否 定 され るか ら間違い を恐れ 、恥 と思 うよ うにな る。セ ッシ ョ
ンで の、文字 を介 さない コ ミュニ ケー シ ョン体験は、学 生 を して 「間
違 って もい いか ら、話 そ う」(ハ ナ ン2008:80)と い う気 持 ち に させ
た。 ま さに、文字 か ら解 放 され るこ とは 、 「間違 い」 か ら解放 され る
ことであ る。
次 に文字 と、会話の阻害要因の関係 を詳 しく見てみ たい と思 う。
3.文 字
3-1.文 字に対す る日本人の意識
多 くの人が 、例 えば、 「韓国語 」 と聞 くと、 「あの記 号の よ うな文
字」 を想 起 し、 「しか し組 み合 わせ で規則 的 にで き る」 と言 って、
「だ か ら」そ の言 語 は難 しい とか難 し くないな どの反応 をす る。 英語
新 聞 の ことを 「英 字新 聞」 とい うの も全 て、言語 と文字 を同一視 して
い るか らに他 な らない。
日本 で出版 され る語 学書 はほ とん どが文 字の解 説 か ら始 め られてい
る。英語 の表記 体系 は音 と対応 してい ない ことも多い の に、や は り文
字か ら学 習 させ られ てきた。 この よ うに文字か らまず 学習 させ る とい
う教授順 序 が根 強い こ とも、文字 を通 して単語 を覚 え、文字 を通 して
文法 を学 習 し、文字 を通 して会話 をす る とい う意識 を強 く してい るだ
ろ う。
ま た、文字 を言語 その もの と見 る意識 は、 日本語 の表 記体 系の特徴
に も一 因 が あ るか も知れ な い。 日本語 には、 「保 証」 ・ 「保 障 」 ・
「補償」 ・ 「歩 哨」 な ど会話 の中で も常 に漢字 を意識 してい な けれ ば
な らない単語 が多数 ある。
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3-2.教 授法理論 の中の文字 の扱 い
文字や文 法 を気 に しな く させ るた めに最 も有効 な こ とは、入 門の最
初期 に、文字 を一切使 わない で習得す るこ と、で ある。
言語 の本 質 は、文 字言語 ではな くて音 声言語 であ るこ とは言語学 の
中で は ソシ ュール 以来すで に強調 され てい るこ とで ある し、教授法研
究の 中で もすで にパ ーマー が、オー ラル ・メ ソッ ドを提 唱す る中で、
言語 の第 一 次伝 達経 路 が聴 覚 に よ るもので あ り、文 字す なわ ち視 覚
に よ るもの は二次 的 な もので あ る(大 沢他1987:89)か ら、 まず は音
声で入 力、表 出 し、 しか る後 に文字 を習 うよ うに提案 して いる(め 規
90)。 そ して 、その後 のオ ーデ ィオ ・リンガル ・ア プローチ、 コミュ
ニカテ ィブ ・アプ ローチ 、そ してナ チ ュラル ・アプ ロー チ と、内容 や
方法な どが具体的に発展 して きてい る。
3-3.文 字の確 実性 が間違 いを恐れ させ ている
入 門の最初期 に、文字 な しで 口頭 コ ミュニケー シ ョンを させ る方が
良 い とい うこ とは、 この よ うに従 来か ら言 われ てい るのに 、なかなか
実現 してい ない。 そ の原 因の一っ には、文字 を与 えなけれ ば音韻 の習
得が不完全、不正確にな るとい う不安があ るのではないだろ うか。
文字 を何 よ りも先 に教 え る意 図は 、そ の言語 の音韻 を教 え込む こ
と、そ して文字 に よってその後 の例 文 を提示す るこ とにあ る。 音声だ
けでは、例文 があやふや な ものに感 じられ る。 だ か ら、文字 とその発
音 は同時 に提示 され、教 師は学生 に、提示 した文字列 か ら正確 に音声
再生 させ るこ とを要求す る。文字 を読む こ とは、実 は相 当困難 な作業
なのにである。
文字 に対 して、 音声 は一 過性 的で 、 ごまかす ことがで きる。 これ
が、間違いへ の恐れ をな くす大事 な要素 であ ると考 え る。単語 の発音
や 、語 順 、冠詞 の有無 、動 詞 の活 用 な ど、多少 間違 えてい て も通 じれ
ば良 しとす る ことが 、音 声だ けな らば教 師 として も許 しやす い。 とこ
ろが、文字 は曖昧 さを許 さないか ら、文字 で提 示す る となれ ば、格変
化 も正 しく書 かな けれ ばな らない し、必要 な冠詞 を書かな けれ ば 「誤
り」 とされ 、見過 ご してや るこ とが できない。
この よ うに常に文字 に よるインプ ッ トや ア ウ トプ ッ トが要 求 され て
い ると、音韻 や文法 の正確 さを常 にチ ェ ック(モ ニター)す るよ うに
な る。,こ れが 「失敗 を恐れ る」(ハ ナ ン2008:77)で ある。 会話の 中で
は この よ うなチ ェ ックをす る時間 はな く、結果 と して発 話 はな くなっ
て しま うのであ る。 自由な、す な わち 「間違い」 だ らけの発話 は、文
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また 、文 字 によれ ば 、例文 を大量 に提 示す る こ とができ るこ とも一
因で あろ う。学習者 の受 け入れ の 限界 を超 えた大量 のイ ンプ ッ トも、
イ ンプ ッ トされ た ことが前提 になって しま うのである。
3-4.会 話授業中に読む作業に時間が割かれている
会話能力の向上が叫ばれ、教科書などにも反映されてはいる。 しか
し、教科書の本文を工夫 し、自然 な対話に したといったことで解決で
きると考えることは間違いである。
そもそ も、文字を何 よりもまず最初に教える目的は、その言語の音
素 ・発音を全て習得 させ、次にさっそ く会話文や物語、例文を、すべ
て文字によって提示す るための準備に他ならない。発音記号やカナに
よる転写を用いる場合 もあるが、それは読み慣れた文字による代用に
すぎず、文字であることに変わ りはない。
会話文が文字によって提示 されているから、学習者 に対 して必然的
に 「読む」 ことを要求する。音声 を同時に聞かせることがあっても、
文字は手元に常に存在 している。暗記 も、文字から音声を再生させ、
忘れれば文字に戻る。つま り、会話の練習といっても、多 くの時間を
「読む」作業が占めているのである。
3-5.耳 か らのイ ンプッ トが疎か にな る
文字 を伴 うと耳が疎 か になる。 ア ラ ビア語 の授業 で、文字 や音韻 の
解説 をす る前 に[men](一 か ら)を 発 音す ると学習者 は[men]と 繰 り
返すが、文字 と音韻 を理屈 として 「学習」 した人 は[men}を 提示 して
も、[min]と 繰 り返す。 これは、ア ラビア語 の母音 音素が3つ/a,i,u/だ
か ら、音声的 に[e]が ない と誤解す るのである。 耳か らの情報 が文字 の
フィル ター を通 って しまい、 聞いて理解 し、記憶 しよ うとい う努 力 を
しな くな る。 耳か ら聞いて理解 し、覚 えるた めには、耳 に集 中 させ る
必要があ り、それ には どうして も文字が あって はな らないのであ る。
3-6.音 韻の習得が妨 げ られる
日本人 が 「正確 に」 話 した い と考 えるのは、実 は、文字上 の正確 さ
で はないだ ろ うか。入 門の最初 に文字 と発 音 を提示 して も、短期 間 で
はマ スター できない か ら、母語 の音韻 の中か ら似 た もので代用発 音す
る こ とで妥 協せ ざる を得 ない。 文 字 を前 もって導 入 して しま うこ と
は、ナ チ ュラル ・ア プ ローチ の枠組 み の中で も 「目標 言語 の音 韻体系
の 内在化 が済 まない うちに発音 しよ うとした りして、か えって習得 を
92 長渡 陽一
阻害 して しま う」(川 口2000:141,1.24)と して、や める よ うに勧 めてい
る。(ナ チ ュラル ・アプ ローチ では最初期 には発話 も奨励 しない。)
文字 を基準に し、代用発音 で妥協す るか ら、英語 の 「water」は/ウ ォ
ー ター/で あって、聞こえてきた[ワ ラ]は 「本 当は」違 うとされ、学習
者が[ウ ォーター]と 発音 したの を聞いて、教 師は この学習者 は 「分か
ってい る」 と判 定す るのであ る。韓 国語 の 月/[o～A]を[o]で 代用発音
して も、教師 は この学生 が 「分 かってい る」 と判 定す る。 ア ラ ビア語
で、 日本語の/e,o/で 使 われ る音域 を全 く使わない不 自然な発音で も教
師 は正 しい と認 め る。抑揚や プ ロ ソデ ィー、 プ ロ ミネ ンス な どは、文
字 には反映 され てい ない か ら無視す る。 これ では、本 当の音韻 を習得
し損ね るおそれが ある。
また、初学者 が 「読む 」 とい う作業 は、一字 一字 の字 形 の弁別 特徴
を識別 して字 を特定 し、それ を音 韻 に変換 し、 さ らに音韻交替 の処理
を し、音声 にす る。韓国語は、文字列 「昇 沼」(「 独 立」)を/dogrib/
に識別 した後、/doηnib/に変i換し、[toηnipr]と い う音声 に しなけれ ばな
らない。 「読 む」 とい う作業 は、 このよ うな諸作業 を経 る、たいへ ん
な作業で あ る。 会話 の時間 を割 いて しま うことにな るの はこのた めで
あ る。
単語 を知 って い る人 な らば、読 んだ結果 が 正 しい か ど うか を 自分
で判 定す る こ とがで き る し、 一 字一 字す べて が読 めな くて も単語 と
して読 めて しま うこ ともあ る。 「読 む」 た めに は、 実 は、 文脈 との
相 互チェ ックも常 に行 ってい るこ とも分 かってい る(Rumelhart1977,
RumelhartandMcClellandl982;竹 内2000:110よ り)。 これ は、文字 の本
質 が、表音 文字で さえ、音 を表 す ものではな く、 単語 を表す ものだ か
らであ る(長 渡2007:18)。 この よ うな総合 的な作業 をマスター させ な
ければな らない。
3-7.文 字な しの授業
だか ら、入 門の最初 期 に文字 な しで教 えるこ とが有効 なので ある。
このよ うな提案 をす る と、読 み書 きをや らない のか とい う誤 解 を され
るこ とが ある。 しか し、文字 な しで教 えるの は入 門の最初 期だ けであ
る。パ ーマー は 「入 門期の6週 間(週5時 間授 業 として)」 にオー ラル
・メソッ ドの方針で行 うのが良い としている(大 沢1978:99よ り再引用)。
筆者 の経 験で は、5週 間(週2時 間)が 適 当で あ ると考 え る。いずれ に
しても、その言語 の骨組み で ある、音韻、基本 的な語順や 文法 と、そ
れ に必要 な身近 な約100単 語 を、その 中で習得す るのが良い。 日本では
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4月 に新学期 が始 ま り、5月 中に文字 に移行 し7月 の長期休 み前まで に、
習得 した発話 を、 ある程度文字化す るのが良いだ ろ う。
口頭 のみ で行 うとき、 メモ は絶対 に と らせ て はな らない。 メモ を禁
止す ると、学習者 か ら、それで は覚 え られ ない とい う反 応 が示 され る
こ とが多い。 この反応 は、覚 える とい うこ とに対 す る2つ の誤解 か らく
る。1つ は忘れ るこ とは 自分 の怠慢で あ り許可 され ない とい う誤解 で あ
る。教 師は何度 も繰 り返 して覚 え させ る義務 があ る。2つ めの誤解 は、
メモ をすれ ば忘 れ ない と考 えて い るこ とであ る。 メモは、忘れ た とき
に見 るもの であ り、忘 れ るこ とを保 証す る もので あって、忘れ ない こ
とは保 証 して くれ ない。 メモ があ る と、発 話 を求 め られた ときに、記
憶 ではな くメモ を参 照す るか ら、 自 ら話 してい る ことに な らない。習
得 には どうして も、 自分 の頭 の中か ら発話 を引 き出 さな けれ ばな らな
いので ある。
4.ま とめ
本稿では、ハナン(2008)が 指摘 した異文化コミュニケーシ ョンに
おける問題の うち、目標言語で会話するときの 日本人の性格の問題を
取 り上げ、その解決策 としてのビジター ・セ ッションの有効性 を、教
授法理論の観点から整理 してみた。
そ して、問題 の原因は、文字の正確 さに縛 られていることを述べ
た。そこで、入門の最初期に文字を使わずに 口頭だけで訓練す るとい
う、これまでの多 くの教授法理論で提唱されていたことの有効性 を再
確認 したのである。 ビジター ・セッションは、文字の正確 さに縛 られ
た日本人学習者を、文字から解放する効果があった。
当た り前のことだが、自分が教えている学習者が会話ができない と
した ら、それ を学習者 の性格のせいにして、諦めてはならない。消極
的な性格、文法を気 にしすぎる、間違いを恐れる、そ して、文法はし
っか り教えたのに全 く話せ るようにならない とい う問題は、何 も日本
人に限った現象ではな く、世界の教授法研究ですでに扱われているほ
ど一般的な問題なのだから、自らの教授法を変えない とした ら怠慢 と
言える。 日本人の性格にも原因があるとするならば、その性格 を克服
する教授法を考えるべきである。
教授法研究 は、できない学習者 を どうす るか とい う研究であるか
ら、従来のや り方でも習得する学習者がいるとい うのも反論に当たら
ない。
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今後 、筆者 自身 も含 め、語 学に携 わる者 が 自 らの教授法 を停 滞 させ
る ことな く、いっそ う磨 いてい くことが期待 され る。
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